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【１】 【 ２００６年出題内容 】  
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社 会 （50 点/25 分） 

2006 年は、大問□Ⅰ が歴史・地理融合問題、大問□Ⅱ は近世の産業、大問□Ⅲ は日本の農業、大問□Ⅳ は

人権・時事問題が出題されました。問題数は 31 題と例年並みで、25 分という制限時間内で解き切るには

手際のよさが必要です。 

本年度で雙葉らしい問題といえば、大問□Ⅰ です。次の問題をみてください。 

雙葉中-対策法 



 

【２】 【 傾向と対策 】  

 

 

【３】 【 雙葉社会 合格への道程 】 

 

偏差値 

     （四谷） 

君の学年 

51～55 56～60 61～65 66～70 

5 年生の 2 学期 
   

5 年生の 3 学期 
   

6 年生の 1 学期 
   

6 年生の 2 学期 
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 上の問題は、旧石器時代から戦国時代までの広汎な期間にわたるリード文を読ませて、骨太な理解を

問うものです。こうした出題形式は、平成１７年□Ⅰ 、平成１６年□Ⅰ 、平成１２年□Ⅱ 、平成１０年□Ⅰ 、平成８年

□Ⅰ の流れを汲むものであり、また、出題内容は文化・外交・産業が中心です。文化史、外交史など、一つ

のテーマについて縦断的に学習しておく必要があります。 

 

 出題形式については多肢選択式が中心で、選択させる方式は「正しいものを選べ」「正しくないものを選

べ」「並べ替えたあと 初から 3 番目を選べ」など紛らわしいのが特徴です。あせっていると誤りやすくなっ

ていますから、問いの核心部分には下線を引いて強調するなどしながら読まなくてはなりません。各の長

さは慶應系列校などに見られるものより長く、知識そのものよりも背景を問うものが多いといえます。でき

れば、筑駒の過去問もやっておくとよいでしょう。 

  

 図表の読み取りは必ずでますから、普段から図表の意味・特徴を説明する訓練をしておきましょう。 

雙葉の 80％合格圏（4 科）は、四谷大塚で

偏差値 66 以上、センター模試で偏差値 63 以

上、サピックスで偏差値 56 以上、が目安で

す。 

 理科と同様、雙葉の社会は、思考力を問う

問題も知識を問う問題もバランスよく出題され

ます。そのため、まぐれで高得点をとることは

困難です。白地図を作ったり、年表を作ったり

するなど、地道な勉強こそが雙葉合格のため

の 短距離といってよいでしょう。 

 また、疑問があれば調べるなり質問するな

どして解決する姿勢が大切です。 

 合格可能性 80％   合格可能性 50％   合格可能性 10％


